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□ 平成23年 度(2011年4月1日 一2012年3月31日)
.月
有 料 無料 前年度
有 料個人 団体 計
大人 小人 大人 小人 名 円 名 名
4 3,364 289 178 178 3,875 1,744,270 481 3,619
5 4,989 689 21 21 5,776 2,606,200 0 5,312
6 3,173 297 13 13 3,620 1,681,600 0 3,510
7 4,373 326 21 21 4,820 2,268,620 685 5,509
8 8,861 0 0 0 8,987 4,487,200 3,391 9,191
9 3,586 339 123 123 4,216 1,913,270 0 4,843
10 3,322 392 601 601 4,584 1,861,230 0 5,012
ll 2,764 307 256 256 3,411 1,468,930 0 3,851
12 3,066 139 13 13 3,226 1,552,670 505 3,274
1 4,250 163 0 0 4,413 2,142,930 695 4,790
2 3,285 311 71 71 3,713 1,701,670 0 4,109
3 6,140 381 127 127 6,861 3,215,380 899 4,530
計 51,173 3,633 1,272 1,424 57,502 26,643,970 6,656 57,550
上記 の集計 には、臨海 実習等実験所 を利用 した学 生や教官、な らびに外来研究者等の来訪
者 は含 まれ ていない。
5.研究報告抄録
瀬 戸 臨海 実 験 所研 究 報 告(PublicationsoftheSetoMarineBiologicalLaboratory)
のSpecialPublicationSeries第ll巻が 、2011年ll.月15日に発 行 され た。掲 載 論 文
1篇 、 総 頁 数311頁 。
論 文1.Ohgaki,S.,Komemoto,K.&Funayama,N.2011.Arecordoftheintertidal
malacofaunaofcapeBansho,Wakayama,Japan,fヒoml985to2010.[大垣 俊 一 ・米 本 憲
市 ・舩 山展孝:和 歌 山県 番 所 崎 の潮 間帯 にお け る1985年か ら2010年の軟 体 動 物 相
の 記 録].和 歌 山 県 田辺 湾 の番 所 崎 海 岸4,416㎡の 岩盤 上 で 、1985-2010年の25
年 間 、貝 類 相 の調 査 を行 い記 録 集 と した。調 査 地 の 環 境 条 件 、出現 した242種 の全
軟 体 動 物 の リス トと各 種 の 属性 、年 ご との 出現 頻 度 、主 要100種 の経 年 分布 変 動 図 、
及 び 結 果 の信 頼度 を検 証 す るた め の方 法検 討 調 査 の結 果 を示 した。一 般 的傾 向 と し
て は 、1.海 側 か ら陸側 に か け て 貝類 相 の 特徴 か ら4地 帯 が 区別 され 、 そ のパ ター
ンは 調 査期 間 を通 じて 安 定。2.南方 性 、熱 帯性 の種 数 、累 積 分 布 範 囲 が期 間 中徐 々
に 増加 。3.1997/98年に貝 類 相 全 体 と して 断 絶 が認 め られ 、 北 太 平洋 生 態 系 の レジ
ー ム ・シ フ トの タイ ミン グに 同期 。(1-311頁)
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瀬 戸 臨 海 実 験 所 研 究 報 告(PublicationsoftheSetoMarineBiologicalLaboratory)第
41巻 が 、2011年12月28日 に 発 行 され た 。 掲 載 論 文7篇,総 頁 数76頁 。
論 文1.Harada,H.&Kiene,R.:AssessmentandcharacteristicsofDMSPlyase
activityinseawaterandphytoplanktoncultures.[原田百 聞 ・一:海 水 中 と植 物 プ ラ ン
ク トン培養 で のDMSP分 解 酵 素活 性 の アセ ス メ ン トと特 性].既 存 のDMSP分 解
酵 素 活 性 の プ ロ トコル の評 価 と最 適 化 を行 い 、こ の最 適 化 され た 新 しい プ ロ トコル
を用 い て 、大 西 洋 、 メ キ シ コ湾 、南 極 海 等 の海 水 、お よび珪 藻類 、渦 鞭 毛 藻類 、ハ
ブ゜ト藻 類 、藍 藻 類 のDMSP分 解 酵 素 の活 性 を調 べ た 。 そ の結 果 、太 陽光 が強 く貧 栄
養 の海 域 、及 び そ の海 域 に分 布 す る渦鞭 毛藻 類 とハ プ ト藻 類 が 高 いDMSP分 解 酵 素
の 活 性 を示 した。(1-16頁)
論 文2.Putchakarn,Sumaitt.:SpeciesdiversityofmarinespongesalongChanthaburi
andTratProvinces,theeasterncoastoftheGulfofThailand.[一:タイ 湾 東 岸 ・ トラ ッ
ト地 方 と チ ャ ン タ ブ リに お け る カ イ メ ン の 多 様 性].タ イ 湾 東 岸 ・ トラ ッ ト地 方
と チ ャ ン タ ブ リでll目37科52属 の カ イ メ ン を 採 取 した 。 こ の 内 、.P1αco3ρoηg'α




Sakhon,Thachin河口 に お け る 線 形 動 物 の 多 様 性].タ イSamutSakhon,Thachin河
口 の マ ン グ ロ ー ブ 林 と 隣 接 す る干 潟 で 線 形 動 物 の 標 本 を 採 取 し た 。 干 潟 で32属 、
マ ン グ ロ ー ブ 林 で50属 の 線 形 動 物 を 確 認 し た 。優 先 属 は 、距r5凶θ1伽g'α,D岬'oηαηα,
3始 α舵 吻,H(卯8磁 の4属 を 確 認 した 。(25-34頁)
論 文4.Eya,A.,Lacuna,D.andEspra,A.:Gutcontentanalysisofselected
commerciallyimportantspeciesofcoralreeffishinthesouthwestpartofIliganBay,
NorthernMindanao,Phillippines.[一・一 ・一:フ ィ リ ピ ン ・ ミ ン ダ ナ オ 島 ・イ リガ
ン 湾 南 西 部 に お け る 商 業 的 に 重 要 な サ ン ゴ礁 に 生 息 す る魚 類 の 消 化 管 内容 物 の 分
析].フ ィ リ ピ ン ・ミ ン ダ ナ オ 島 ・イ リガ ン 湾 南 西 部 に お い て 、 魚 類 の 消 化 管 内 容
物 の 分 析 を行 っ た 。 魚 類 は 、Gerreidae(Gθ濯50ツ θ刀α),Leiognathidae(Lθ∫ogηα疏〃5
角ρ1εη4εη3),Lethrinidae(Lε∫乃r∫η〃3'η3〃1'η61'c〃3),Scaridae(3cαr〃3わow・θ73∫),Siganidae
(579αη〃5gz4πα'z45and5「∫9αηz45vθπη2∫cz〃α'zム∫),Theraponidae(乃8π傷ρoηノα7Z)z4αand
助 θ74ρoηsp.),Mullidae(吻θη8〃5cαθ7〃18〃5)の7科9種を 分 析 し た 。 ほ と ん ど の 種 で 動
物 プ ラ ン ク トン と ベ ン トス を 捕 食 し て い る 事 を 確 認 し た 。(35-49頁)
論 文5.Ahmad,0.,Fang,T.,andYahyaK.:Distributionofintertidalorganismsinthe
shoresofTelukAling,PulauPinang,Malaysia.[一・一 ・一:マ レ ー シ ア ・ペ ナ ン 島
TelukAling沿岸 の 潮 間 帯 生 物 分 布].マ レ ー シ ア ・ペ ナ ン 島TelukAling沿岸 の 岩 礁
域 と砂 浜 の 潮 間 帯 か ら生 物 標 本 を採 取 した 。 砂 浜 で は 、 伽 加 伽 〃2vθ読 α耀 〃1,岩 礁
域 は 、C伽 〃2α1〃5sp.が最 も 多 く 存 在 し た 。(51-61頁)
ll
論 文6.Nguyen,V.,&Nguyen,D.:Re-Assessmentof∫αrgα∬〃〃2BedsatHonChong
Area,NhaTrangBay,Vietnam.[一・ :ベ トナ ム ・ニ ャ チ ャ ン ・ホ ン チ ョ ン の
3研gα∬〃醜 藻 床 の 再 評 価].1980年 に 調 査 し た ベ トナ ム ・ニ ャ チ ャ ン ・ホ ン チ ョ ン
の3αrgα∬〃〃2藻床 の 分 布 と2009年 に 再 調 査 し た 結 果 を 比 較 検 証 し た 。 そ の 結 果 、
3α7gα∬〃〃2藻床 は 、1980年 に 比 べ 、 面 積 が49%減 少 して お り、 ま た 藻 の 長 さ も 大
幅 に 短 く な っ て い る 。(63-69頁)
論 文7.Razalli,N.,Peng,T.,Yuso£M.,Mohamed,J.,Hwai,T.,Yasin,Z.,and
Abdullah,A.:DistributionandbiomassofHd1ρ助 ∫1αovα '3(R.Brown)Hook.∫atPulau
Gazumbo,Penang,StraitsofMalacca.[一・一 ・一 ・一 ・一 ・一:マ ラ ッ カ 海 峡 ペ
ナ ンGazumbo島の 伽1gρ観 αoγα1∫3(R.Brown)Hook.∫の 分 布 と生 物 質 量].マ ラ ッカ
海 峡 のGazumbo島は 人 工 の 島 で あ る が 、 そ の 周 りに あ るH∂1qρ観 αovα1∫5の分 布 ・生
物 質 量 を調 査 した 。分 布 量 、個 体 の 質 量 と も に 島 か ら離 れ て い る トラ ン セ ク トで 最
も 高 い 値 を 示 した 。(71-76頁)
(編集 委員会)
6.業 績 目録 (2011年分)
欧 文 業 績(査 読 あ り 原 著 論 文)
1062.Kubota,S.andGravili,C.2011.Raredistributionofgreenfluorescentprotein
(GFP)inhydroidsffomPortoCesareo,Lecce,Italy,withrefbrencetobiological
meaningofthisrarity.Biogeography,13:9-ll.
1063.Kubota,S.andImahara,Y.2011.Nothernmostgeographicaldistributionof
7珍1θ11αγθ1θ11α(Hydrozoa:Porpitidae)inthemiddleoftheNorthPacific.
Biogeography,13:87-88.
1064.Kubota,S.2011.Repeatingr(オuvenationin7加所 砂 ρ3∫3,animmortalhydrozoan
(Cnidaria,Hydrozoa).Biogeography,13:101-103.
1065.Horita,T.,Akiyama,H.andKubota,S.2011.Bα酌oの ノroε10ηg'g〃1αspec.nov.,
anundescribedctenophore(Lobata:Bathocyroidae)fromtheepipelagicfaunaof
Japanesecoastalwaters.ZoologischeMededelingen,85(15):877-886.
1066.Miyazaki,K.2011.Onthespeciesvalidityofめ 即 乃o昭1α1θcα1vθz∫
(Pycnogonida,Ascorhynchidae):Are-evaluationofsomemorphological
characteristics.ProceedingsofArthropodanEmbryologicalSocietyofJapan,46:
35-37.
1067.Fujimoto,S.andMiyazaki,K.2011.Preliminarynotesonthef士eshwater
tardigradesffomtheKamoRiver,Kyoto.ProceedingsofArthropodan
EmbryologicalSocietyofJapan46:39-40.
1068.Espinosa,E,Nakano,T.,Guerra-Garcia,J.M.andGarcia-Gomez,J.Z.2011.
PopulationgeneticstructureoftheendangeredlimpetCン溺 枷1α 加grαina
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